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資料１

指導計画

指導

項目

指導

時期

指導目標（段階） 指導方法（段階） 指導場面 指導方

針との

対応

個別の

指導計

画との

対応

４ ～ ６

月

①促されてできる

７ ～ ９

月

②ヒントカードを

見て、あいさつが

できる

①
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
お
礼
を
す
る

10～ 11
月

③適切な場面で、

自発的に言える

①教師が率先して、あいさつ・返事・

お礼をする様子を見せる。

② ヒントカード

を示し、あいさつをすることを思い出

すようにする。

③あいさつ・返事・お礼の様子をビデ

オに記録。授業で教師とともに振り返

り、よくできたことを賞賛し、Ａのが

んばりを認め、意欲を高めていく。

・登下校

・保健室で

体重測定

やケガの

手当てを

してもら

うとき

・校外学習

・交流学習

ア イ

ウ エ

オ ク

ケコ

日－ア

４ ～ ５

月

①促されて「～し

てください」と言

える

６月 ②ヒントカードを

見て「～してくだ

さい」と言える

②
依
頼
す
る

７月 ③自発的に「～し

てください」と言

える

①人に依頼したい時に、「～してくださ

い」と言葉で伝えることを知らせる。

② 人に依頼したい時にヒントカード

を使い、学習したことを思い出すよう

にする。

③人に依頼したい時の様子をビデオに

記録。授業で教師とともに振り返り、

よくできたことを賞賛し、Ａのがんば

りを認め、意欲を高めていく。

・各教科、

領域にお

ける授業

・日常生活

ア イ

ウ エ

オ ク

ケコ

自―ア 

４ ～ ７

月

①教師に促されて

「分かりません」

と言える

９～ 10
月

②ヒントカードを

見て「分かりませ

ん」と言える
③
報
告
す
る 11 月 ③自発的に「分か

りません」と言え

る

①質問に対して答え方が分からないと

きに「分かりません」と言うことを知

らせる。

②質問に対して答え方が分からないと

きに、ヒントカード

を使う。 
③分からない様子をビデオに記録。授

業で教師とともに振り返り、よくでき

たことを賞賛し、Ａのがんばりを認め、

意欲を高めていく。

・各教科、

領域にお

ける授業

ア イ

ウ エ

オ ク

ケコ

作－ア 

あさの あいさつを しよう

おねがいしたいときなんていうのか

な？ 

わからないときなんていうのかな？
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４ ～ ５

月

・じゃんけんをす

るときに「じゃん

けんポイ」と言え

る

・「友達とじゃんけんで決めてごらん」

という指示のとき、自分でかけ声をか

けるよう促す。 

④
自
発
的
に
働
き
か
け
る

６～ 10
月

・相談するとき、

「どうする？」と、

友達に聞ける

・「相談してごらん」という指示のとき、

というカードを見て、自分から友達に

相談することを思い出させる。

・各教科・

領域

ア イ

ウ ク

ケコ

生―ア 

４ ～ ７

月

①教師に促されて

尋ねられる

９～ 10
月

②質問カードを見

て尋ねられる

⑤
人
に
尋
ね
る

11 月 ③自発的に尋ねら

れる

① 店員についての情報を知らせ、「聞

いてみたら？」とすすめる。

をＡに見せて、とるべき行動に気付か

せる。

③買い物の様子をビデオに記録。授業

で教師とともに振り返り、よくできた

ことを賞賛し、Ａのがんばりを認め、

意欲を高めていく。

・生活単元

学習「買い

物学習」

ア イ

ウ エ

オ カ

キ ク

ケコ

生―イ 

４ ～ ７

月

①「何が楽しかっ

た」と言える

（主語を入れられ

る） 
９～ 10
月

②ヒントカードを

見ながら具体的場

面と具体的内容を

入れて、感想が言

える

⑥
感
想
を
言
う 11 月 ③ヒントカードを

見ながら「楽しか

った」以外の感想

が言える

①「楽しかった」しか言えなかったと

きに、「何が楽しかったのですか」と教

師が聞き、もう少し、詳しい感想が言

えるようにする。

②感想を「書く」、書いた感想を「読む」、

友達の感想を聞く機会を多く取り入

れ、自分の考えを広げていくようにす

る。 
③「いつ」「どこで」「だれが」「どうし

た」のカードを提示して、感想が一語

で終わらず、より具体的にし、場面に

あった内容を話せるようにする。

④形容詞や副詞（「どのように」「どん

な」）のカードを提示して会話力を豊か

にし、感想がより具体的になるように

する。

・ 国語

・ 各 教

科・領

域

ア イ

ウ エ

オ カ

ク ケ

コ

国－ア 
音―ア 

そうだんするとき、なんていえばいい

のかな？

しょうひんが みつからないとき

なんて いうのかな？
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４ ～ ７

月

①教師に促され

て、自分の失敗を

認める

９月 ②教師に促されて

「ごめんさい」と

言える

10 月 ③カードを見て

「ごめんなさい」

が言える

⑦
謝
罪
す
る

11 月 ④自発的に「ごめ

んなさい」と言え

る

①校外学習の事前指導で、起こりうる

失敗例をロールプレーで体験し、その

対処を教師の模倣をして練習する。

②校外学習の事前指導で、起こりうる

失敗例をロールプレーで体験し、その

対処をヒントカード

を見て練習する。

③ロールプレーしたときの気持ちをＡ

に聞く。 

・生活単元

学習

ア イ

ウ エ

オ ク

ケコ

生ーイ

資料２

指導の経過

指導項目 指導

時期

指導の内容 生徒の様子

4 月 ・登校時、バスから降りてくる生徒に、努め

て明るくさわやかに「おはよう！」と声をか

けるようにした。

・登校時は教師からのあいさつに対し、

無言で通り過ぎ、靴の履き替えに向かう

ことが多かった。

5 月 ・ヒントカード

を見せて、Ａが

あいさつするこ

とを思い出すようにした。

・カードは目に入らず、無言で通り過ぎ、

靴の履き替えに向かうことが多かった。

6 月 ・登校時、バスから降りてくる生徒の様子、

その後教室に移動するまでの生徒の様子を自

己評価するため、ビデオに撮影し、生活単元

学習の時間に見せた。

・ビデオで自分たちのあいさつができて

いない様子を見て、「よくできている」

と評価していた。

①
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
お
礼
を
す
る

7 月 ・生徒がバスから降りた後、教師が母親から

の連絡帳を見て、二、三言、会話して生徒の

反応を見るようにした。生徒が教師の話にの

ってきた様子が見受けられたら、「今日も、た

くさんの人にあいさつしようね」と声をかけ

るようにした。

・登校の時間、教師と昨日のできごとな

どを会話してＡの気持ちがほぐれたの

か、出会う教師にあいさつされればＡも

あいさつを返すことができた。しかし、

自発的にあいさつすることはほとんど

なかった。

あさの あいさつを

しよう

あいてのひとに

わるいことをしたら

なんていうのかな？
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9 月 ・2 学期の目標の一つに「気持ちのよいあい

さつをする」ということを掲げ、帰りの会で

確認をするようにした。

・生活単元学習でお店を開くことになったた

め、接客練習を行った。接客練習では、「気持

ちのよいあいさつ」「笑顔」を目当てにしてす

すめ、その様子をビデオに記録し生徒に見せ

た。その際、特に意識してほしい箇所を停止

して見せるようにした。

・帰りの会で「気持ちのよいあいさつを

しよう」と確認した直後には、自分から

すすんで多くの教師や友達にあいさつ

をすることができた。

・目当て「気持ちのよいあいさつ」「笑

顔」を意識して接客しようとする態度が

少しずつ身に付いてきた。

11 月 ・作業所見学会で作業所の職員に「学校で今、

学んでほしいことは、あいさつがきちんとで

きること」と言われたことを受け、あいさつ

の重要性を話題にすることを意識的に多くし

た。 

・担任だけでなくほかの場面でも、あい

さつの重要性を耳にし、さらに朝の会等

でもあいさつが話題に上ることで「あい

さつ」への意識が深まってきたようで、

登校直後に担任が「おはよう」と声をか

けると、すぐに「おはよう」と返ってく

ることが多くなってきた。

12 月 ・クラスで劇をすることになった。クラスの

友達Ｂが「朝のあいさつがさわやかに言える

こと」をテーマにし、何度も練習している様

子をＡに見せ、「あのあいさつはいいね。」と

教師がＡに語りかけた。

・「朝のあいさつがさわやかに言えるこ

とが、とても大切なこと」という自覚が

Ａに出てきたようで、登校直後のＡに教

師が「おはよう」と声をかけると、すぐ

に「おはよう」と返せるようになった。

4 月 ・Ａが口に出して「はかせてください。」と言

わずにいるので、「装具をはきたいの？」と、

教師から聞いていた。自分から言葉で人に依

頼することも大切であることを繰り返し伝え

た。 

・装具を見つめているが、口に出して「は

かせてください。」と言わずにいた。教

師から「はくの？」と聞かれれば「うん」

と言うだけだった。

5 月 ・「装具をはかせてほしいときには『やってく

ださい』と言ってね」と言い、その後ヒント

カード

を見せるようにした。

・ヒントカードを見れば、「やってくだ

さい」と言えることが増えてきた。

6 月 ・こちらから装具に関して触れることをやめ

て生徒の反応を待った。依頼事項の中でも毎

日の日課については、定着しやすいように同

じ態度をとった。

・毎日の日課である装具の装着に関して

は「やってください」と言えるようにな

った。

②
依
頼
す
る

7 月 ・自分でできないことに対し、強引に自分で

やって、ものを壊してしまったときをとらえ、

「手伝ってください」を言えばよいことを伝

えた。

・自分ひとりでできないことに対してむ

きになって自分で解決しようとしたた

め、ものを壊し、いらいらした表情を見

せた。

おねがいしたいとき

なんていうのかな？
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9月 ・Ａが困っている様子を見て、すぐに「手伝

おうか？」と聞くのをやめた。しばらく生徒

の様子、困ったときどうするかを見守ること

にした。

・日課でないことに関しては、自分でや

ってみて、少し考えてから、「やってく

ださい」と言えるようになってきた。

4月 ・質問しても生徒が黙ったままでいることが

多いので、「分からない？」と聞いていた。

・答えが分らないとき、無言でいること

が多い。「分からない？」と、聞かれれ

ばうなずいた。

5月 ・質問に対し、生徒が黙ったままでいる時、

「分からないときは、『分かりません』と言っ

てね。」と伝えた。時々、「分からない？」と、

聞いていた。

・分からないときには依然として無言で

いるが、クラスの友達が「分かりません」

と言えるようになったのを少し意識的

に見るようになってきた。

9月 ・質問に対し、生徒が黙ったままでいる時、

ヒントカード

を提示した。

・それでも黙っているので、繰り返し「分か

りません」と言うように促した。

・ヒントカードを見ても無言でいた。「分

かりませんと言ってね」と教師が言葉で

付け加えたところ、機嫌を損ね、学習意

欲が低下した。

10月 ・質問に対し、生徒が黙ったままでいる時、

少し待つようにした。

・分からないときには何かを相手に伝え

なければならないということが分かっ

てきたようで、少し考えてから、「分か

りません」ということがわずかながら増

えてきた。

③
報
告
す
る

11月 ・「昨日はどこに行ったの？」と聞いた後、Ａ

がすぐに答えなかったが、教師が「○○？」

と聞かずに、Ａの顔を見て反応を待った。

・「昨日はどこに行ったの？」と教師に

聞かれた後、しばらくしてから「△△に

行ったよ」と答えた。

4月 ・「じゃんけんポイ！」と教師が声かけをして、

じゃんけんする様子を見せた。

・じゃんけんする場面で、周りから掛け

声をかけなければ、いつまでもじゃんけ

んしないでじっとしていた。

④
自
発
的
に
働
き
か
け
る

じ
ゃ
ん
け
ん
の
場
面

6月 ・教師からの声かけをやめた。代わりに「『じ

ゃんけんポイ！』と言ってごらん。」と生徒に

伝えた。

・相手が黙っていても、自分から『じゃ

んけんポイ！』の掛け声をかけられるよ

うになった。しかし、時々、教師が声を

かけるまで無言でいる様子も見られた。

わからないとき、

なんていうのかな？
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じゃんけんのとき

なんていったら

いいのかな？

7 月 ・ 教師が「『じゃんけんポイ！』と言ってご

らん。」と生徒に伝える代わりに、

という行動カードを見せるようにした。

・自分から『じゃんけんポイ！』の掛け

声をかけられるようになってきた。

9 月 ・教師は生徒の様子を見守るようにした。 ・ほとんどの場面で自分から『じゃんけ

んポイ！』の掛け声をかけるようになっ

てきた。

10 月 ・教師は生徒の様子を見守るようにした。 ・クラスの友達からもリーダーとして、

認められるようになったため、Ａは、声

かけ係をすすんでやるようになった。

６月 ・生徒が黙っているので、「みんなで考えを出

してごらん」と教師が声かけをした。

・友達同士で相談する必要のある場面で

はいつも、口を閉ざしていた。

7 月 ・教師からの声かけをやめた。代わりに「『ど

うする？』と言ってごらん。」と生徒に伝えた。

・教師から言われれば、自分から『どう

する？』と声をかけ、相手の気持ちや考

えを聞きだすことができてきた。

9 月 ・ 教師が「『どうする？』と言ってごらん。」

と生徒に伝える代わりに、

というヒントカードを見せるようにした。

・ヒントカードを見れば、自分から『ど

うする？』と声をかけ、相手の気持ちや

考えを聞きだすことはできた。しかし、

自分の考えを相手に伝えることはでき

ない。

相
談
す
る
場
面

10 月 ・教師は生徒の様子を見守った。すすんで司

会をしているＡの様子を見て、その場でＡを

賞賛し、保護者に連絡し、クラスではみんな

に紹介した。

・相談場面になると「自分が何かしなく

ては」という気持ちになっているよう

で、すすんで司会を務めることが見られ

た。ほめられるととても、満足そうな表

情をしていた。

⑤
人
に
尋
ね
る

5 月 ・買うもの、店員の特徴を写真で示し、買い

物の手順や金銭の事前学習をした。

・「今、店員さんに聞いてごらん。」と教師が

生徒にタイミングを伝えた。

・ 買う商品の写真カードを手がかりに買い

物

・ をするようにした。

・買い物の大体の流れは把握しているら

しく、落ち着いて行動できた。

・教師にタイミングを伝えられれば、店

員に、写真カードを提示して「○○はど

こにありますか？」と聞けた。

そうだんするとき、なんていえば

いいのかな？
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10 月 ・ 店員に声をかける内容を思い出すために

ヒントカードを活用した。

・次に何をすればよいのかがわかり、以

前より落ち着いて、店員に写真カードを

提示して「○○はどこにありますか？」

と聞けた。

4 月 ・「○○の感想を話してごらん」と生徒に問い

かけた。生徒が「楽しかった」しか言わない

ので、「それは○○ということ？」と教師が代

弁した。

・様々な場面で感想を求められた時、ど

の場面でも「楽しかった。」と答えてい

た。教師に「それは○○ということ？」

と聞かれると「うん。」とうなずくだけ

だった。

５月 ・登校したとき、家庭からの連絡帳を読むと

同時に、日記も読み、生徒と昨日のできごと

などを話題にするようにした。

・クラスの友達の日記を教師が音読し、Ａに

も聞こえるようにし、Ａが文体や内容をモデ

ルとして取り込んでいけるようにした。

・以前は、「今日はどんなことがあった

の？」と母親と一緒に４～５行の日記を

書いていた。だんだん自分で 1 日を振り

返って「今日○○があった。○○が楽し

かった。明日、○○をがんばりたい。」

と、今までの 2 倍近くの分量を書くこと

ができるようになった。

7 月 ・4 月から音楽の授業で、1 時間に 1 曲ずつ

曲を聴かせ、「それを聴いたときどんな気持ち

になったか、どんな風景を思い浮かべたか」

などをグループ全員の生徒と教師に発表して

もらうようにし、Ａがモデルとして取り込ん

でいけるようにした。

・音楽の授業で、曲を聴いての感想を求

められると、「優しい感じの曲だった」

「元気な感じがした」などと答えるよう

になった。何でも「楽しかった」と答え

ていた頃に比べ、その場にふさわしい内

容を表すことができるようになってき

た。 
9 月 ・国語の授業で、箱の中に隠してあるものに

ついて、形、色、用途などを相手に伝え、あ

ててもらうクイズをした。

・課題をスモールステップで設定し、常に達

成感を得られるようにした。また、同じ課題

を生徒が飽きないように変化をもたせながら

継続して学習した。

・ものを、名前だけでなく、色や形、手

触り、用途などの側面から捉えて表現す

ることに慣れてきた。

・家で、祖母に電話をかけたとき、「お

ばあちゃんに会いたくなったから、とま

りに来てね。」と、今までになく、豊か

な表現ができるようになった。

⑥
感
想
を
言
う

10 月 ・ワークシートで学習の目当てを確認してか

ら、お店を開いた。また、お店での活動をビ

デオで振り返る場面においても、目当てのワ

ークシートを使用した。その際、「ワークシー

ト○○番を指差して」という指示を出し、Ａ

が話に集中しているか確認しながらビデオを

見せた。

・ワークシート「学習の目当て」にそっ

て、ビデオを見て、自分の活動を振り返

るようにしたところ、自分の活動のよか

った点、改善点がしっかり把握できた。

感想を発表する場面では、ワークシート

をもとにしながら発表することができ

た。 

しょうひんがみつからないとき な

んて たずねるの？
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5 月 ・Ａに対し、「こんなときは『ごめんなさい』

を言おうね。」と伝えた。

・日常生活で謝罪をする場面はたくさん

あったが、自分の非を認めることができ

なかった。「ごめんなさい」と言うこと

ができず、逆に不機嫌になってしまうこ

とが多かった。

9 月 ・平常時、生徒が失敗したという想定で簡単

なロールプレーをした。

・Ａが友達Ｃに車椅子で足を踏まれたとき、

教師がＣに『ごめんなさい』を言うようにさ

せた。

・ロールプレーに関しては生徒が不慣れ

なため、あまりうまくいかなかった。

・Ａは、Ｃに「ごめんなさい」を言われ

る前に、「いいよ、言わなくて。」と先回

りして言った。

10 月 ・人とぶつかったとき、ヒントカードを見せ

た。 
・「ごめんなさい」と言うことができず、

逆に不機嫌になってしまうことが多か

った。

11 月 ・「自分の直したいところ」と「どのようにし

たらいいのか」を考えるようにし、それを取

り入れた劇をした。

・「悪いことをしても、すぐに『ごめんなさい』

が言えない自分」と「悪いことをしたとき、

すぐに『ごめんなさい』が言える自分」の両

方を演じるストーリーを作り、両方を意識し

て演じるようにした。

・練習のたびに「今日の目標」を決め、それ

に向かって練習をした。

・Ａは、「ごめんなさいが言えないとこ

ろを直したい」と答えた。

・劇の中で友達にぶつかる場面では、本

当に不機嫌になり、怒ってしまったり、

黙り込んでしまったりすることが多く

見られた。

・「謝罪する自分」と「謝罪しない自分」

とでは、「『謝罪しない自分』の方が気持

ちいい」と答えていた。

⑦
謝
罪
す
る

12 月 ・録画したビデオを見て、「今日の目標」の達

成度はどうだったか、「『ごめんなさい』と、

きちんと言えたか」などを振り返っていった。

・練習ごとに、Ａのよいところをほめるよう

にした。

・繰り返し、劇の練習を重ねるうちに、

劇の中で「ごめんなさい」を自然に言え

ることが増えてきた。

・「謝罪する自分」と「謝罪しない自分」

とでは、「『謝罪する自分』の方が気持ち

いい」と答えるようになった。

・生活場面で人とぶつかったときに、「ご

めんなさい」と言えることが見られた。

あいてのひとに わるいこ

とをしたら

なんて いうのかな？
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資料 3 個別の指導計画

※ 網掛けの部分は「人とかかわる力を高める」ことと関連のあることがら

平成１７年度 個別の指導計画

群馬県立○○○養護学校

記入日 Ｈ17 年４月１５日 修正日 ① 月 日 ② 月 日
記入

者

○○○○

○○○○

氏名
A

（ ○学部 ○年 ）

１．担任チームのかかわりの基本的姿勢

将来、本生徒が人とのかかわりの中で、よりよく、円滑に生きていけるように、また、作業所など

で仕事ができるように、さらに余暇を楽しく過ごせるような援助をしたいと考える。

本生徒は新しい刺激や環境の変化、予期せぬ出来事などに対して過敏に反応し、自分で情緒面のコ

ントロールができなくなってしまうという傾向がある。このことを少しでも軽減し、情緒面のコント

ロールが自分でできるように援助していくことが大切である。

そのためには、本生徒の学習面や生活面で成功体験を数多く設定し、自信がもてるように、また、

教師が本生徒の行動をよく観察し、良い言動が見られたときにはプラスの評価をし、たくさん賞賛を

与えるよう心がけたい。

休み時間等には、本児の得意分野（運動面・音楽面・遊び）でのかかわりを意識的に多くもち、充

実した学校生活を送れるよう支援していきたい。

学習面については、時間や金銭の扱い、数唱など、将来の自立的な生活に少しでも結びつくような

体験を多く取り入れた指導の充実をはかりたい。

家庭学習では反復練習により、基礎的な事項の定着をはかっていきたい。

学校生活では、人とのかかわりの中で自分の言動を振り返ることができるようにしたい。例えば、

本生徒に好ましくない言動が見られた場合にはそのことが良いことかどうかをその場で考え、あいさ

つ、返事、感謝、謝罪、依頼等の言葉が適切に使えるようにしたい。また、校内においては一人で目

的の場所への移動が安全かつ確実にできるように、また、人との対応（あいさつ、用件を確実に伝え

る、お礼を言うなど）をたくさん経験できるようにしたい。このようことの積み重ねの中で、周囲に

認められるような環境づくりと、本生徒が自信を持って生活し、新しい環境や活動、刺激に対し、パ

ニックに陥らないである程度適応でき、自己をコントロールし落ち着いて、人と協調して生活できる

ようにしたい。

また、転倒時に自力で起き上がれるように筋力やバランス感覚をつけておく、体重増加の抑制も課

題となる。このために、日常的に体を動かす機会を極力設けたい。

余暇の過ごし方では、特に総合的な学習や自立活動の時間を中心に、一人でも楽しく継続できる趣

味的なものを探り、広げていきたい。
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２．教育目標

長
期
目
標

・ 家業・家事の手伝いができ、ある程度の自立ができる。

・ 読み・書き・数学など、日常生活で必要とされる基礎的な学力を身に付ける。

・ 趣味や特技を身に付ける。

・ 情緒のコントロールができ、人とかかわる力を高める。

・ 体重の増加を抑制する。

今
年
度
の
重
点
目
標

・ 日常生活での基本的な知識の習得や経験をする。

・ 学習の基礎基本的事項（小学２・３年程度の漢字の読み、小学１年程度の漢字の書き取り、

数唱、時計、金銭についての学習等）を身に付ける。

・ 得意分野（体育、音楽、家庭科分野）の技術の向上。

・ たくさんの体験を通して、人とのかかわりに自信を持つ。 
・ あいさつ・返事・依頼・謝罪の言葉がすすんで言えるようにする。

・ プール学習や階段・スロープでの移動などに積極的に取り組み、体重の増加を抑制する。

３．指導計画

領域

・形態
指導目標 指導内容・指導方法・留意点など

自
立
活
動

・体重増加を抑制、筋力アップ、

ストレスの発散を図る。 
（健康の保持・心理的な安定）

・パソコンの操作性の向上（環

境の把握）。

・視知覚能力の向上を図り、自

信を付け、できる喜びを体得で

きるようにする。（環境の把握）

・文字や絵が丁寧にかけるよう

にする。（環境の把握）

・将来の生きがいや進路につい

て考えることができるように

する。（心理的な安定）

（ア）コミュニケーション能力

の向上。（コミュニケーション）

・プール学習や階段・スロープの積極的利用により、筋力アップ

と、健康・体力の増進、肥満予防、右半身（右片麻痺）の拘縮・

変形の防止、ストレス発散を図る。 
・パソコンのマウスの操作、スタートとシャットダウン、画面を

見ながらのキーボード操作などを重点的に行うようにする。

・視知覚能力を促進させる活動を意識的に多く設定し、反復練習

をする中で成功体験をさせ、できる喜びや学ぶ楽しさを感じるよ

うにする。

（ア）書道や絵手紙を書くことで、丁寧に書くことを体験させる。

その際、道具の準備・片付けも一人でできるように見守り、手伝

ってほしい場面では自分で依頼するように促す。 
・趣味（特に家庭科・音楽・体育分野）を拡大し、作業的な学習

にも興味を持つようにする。

・休み時間の過ごし方や家庭での余暇活動などについて話合いが

できるようにする。
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日
常
生
活
の
指
導

（ア）すすんであいさつができ

るようにする。

・日付や曜日の前後関係の理

解、カレンダー、天気や温度調

べ、予定などを知り、見通しを

持って行動できるようにする。

・約束を守るようにする。

・校内の指定された場所へ一人

で安全に移動することができ

るようにする。

・体重増加を抑制できるように

する。

（イ）友達に対し、乱暴な言動

が見られた場合、反省し、すみ

やかに謝罪ができるようにす

る。 
・情緒を安定させ、人とのかか

わりが円滑になるようにする。

・もちものの整理ができるよう

にする。

・自分の役割や友達との好まし

いかかわり方を考え、すすんで

行動するようにする。

（ア）様々な教師・職員に積極的にあいさつをすることから始め、

人とのかかわりを広げていく。（社会）

・毎日、朝の会や帰りの会で日付や曜日を確認することで、今日、

明日の予定を知り自分の生活の流れを把握できるようにする。

（社会）

・授業での校内移動の際などには、先に行くことなどを担任にき

ちんと告げてから移動するように声かけをする。（社会）

・校内の決められた場所まで、安全に一人で移動できるような場

面を設定、実行させ、その様子を見守る。（社会）

・移動の際にできるだけ階段やスロープを利用するように誘う。

（保健体育）

・給食は小盛りにして、体重の管理ができるようにする。（保健

体育・職業家庭）

（イ）友達に対して、乱暴な言動が見られた場合、タイミングを

逃さないようにし、1対 1で反省できる雰囲気を作り、謝罪でき
るようにする。（社会）

・ロッカーの整理がしやすいように教師が声をかけたり、整理し

やすいように環境を整える。（社会・職業家庭）

・その日の自分の当番の仕事などを、主体的に行えるように見守

り、すすんでできたことは賞賛し、自信をもてるようにする。（社

会・特活）

生
活
単
元
学
習

（ア）今後の学校及び家庭生活

において、自立的な生活に必要

な事柄を身に付けるようにす

る。 
（イ）場面に応じた状況判断や

主体的な行動ができるための

基礎をつくる。

・役割意識・協調性を養う。 
・集団生活のルールがわかるよ

うにする。

・体験的な学習を積むことで、

地域や自然について興味を持

ち、自分とのかかわりについて

考えることができるようにす

る。 

（ア）「劇をしよう」「お店を開こう」「クラスのお楽しみ会をし

よう」を通して、役割や協調性、主体性を身につけられるように

する。（国語・社会）

（イ）「買い物に行こう」「電車に乗ろう」「郵便局に行こう」学

習を行い、金銭や人とのかかわり、マナーについて学べるように

する。（数学・社会）

・「サラダを作ろう」を行い、材料の扱い、物の量と重さ、火や

包丁の扱いになれるようにする。（職業・家庭・数学）

・電子レンジやガスコンロを使って、安全面・衛生面に注意しな

がら簡単な調理方法を身に付けるようにする。（職業・家庭）

・「野菜を育てよう」において、土作り、苗上、水くれ、草むし

り、害虫駆除、収穫などを行うようにする。（理科）

・活動の内容を提示する際には、見本を示したり、図式化したり

するなど、分かりやすく提示する。（自活）

・よく「見て」作業に当たるよう、声をかける。（自活）

作
業
学
習

（ア）教師の説明をよく聞いて作業内

容を正しく理解し、集中して作業に取

り組むことができるようにする。自分

の状況を報告できるようにする。

・パソコンのキーボードの使い方を向

上させるようにする。

・パソコンのスタート、保存、終了な

どの基本操作が一人でできるようにす

る。 
・ミシンを使って、生活に生かせるも

のを製作するようにする。

（ア）教師の話をよく聞いて、安全に作業に当たり、決められた

仕事が終了したときや困ったことが起きたときには、自分から報

告できるようにする。（社会）

・日記や原稿入力などの折に、パソコンの基本操作を繰り返し学

習するようにする。（自活）

・教師の援助を受けながら、安全に注意して作業を行うようにす

る。（職業・家庭）
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国
語

（ア）日常生活に必要な国語に

ついての理解を深め、表現する

能力と態度を育てる。

・助詞を正しく使ったり、文の

主述に気を付けて作文する能

力を育て、文や文章を正しく表

現したり、表記できるようにす

る。 
・自ら進んで読書に親しみ、読

書を楽しむ態度と習慣を養う。

（ア）教材文を読んで話の内容を読み取ったり、登場人物の気持

ちになって表現したり、内容に見合った自分なりの感想や意見が

発表できたりするようにする。形容詞や副詞を使って、できるだ

け豊かに表現できるようにする。

・教員や友達と一緒に合わせて音読・群読を行うことで、協調性

を養い、音読の楽しさを味わえるようにする。

・身近に用いられる漢字を取り上げ漢字の読みを学習したり、書

き順や字形に注意したりして書けるように繰り返し学習する。漢

字カルタなどを使って、楽しみながら活動できるようにする。ま

た、ひらがな・カタカナ・簡単な漢字を書く際に、人に見やすい

字を書くように注意を促し、意識付けできるようにする。

・図書室で読書の時間を設けることで多種多様の書物に触れ、興

味・関心の対象を広げることができるようにする。

数
学

・初歩的な数の概念を理解して

計算をし、日常生活の中で用い

る。 
・長さ、重さなど量の概念を理

解し、日常生活の中で用いる。

・金銭や時計の使い方に慣れ

る。 

・数唱（大きな数、途中からの数唱、逆唱など）、１０ずつまと

めて数える、数の大小の比較などを行い、数の概念を理解する。

また、長さや重さなどの概念を、日常生活の中で使用するものを

例に挙げて触れさせ、理解できるようにする。

・一桁同士の加法から、徐々に数の大きいもの同士の加法や一桁

の減法にも慣れていくようにする。また、文章題などで加法の考

え方を利用できるようにし、生活の中でも加法や減法の考えを用

いることができるような場面を設定して、日常生活に生かせるよ

うにする。

・初めて行う計算の際には補助としてマグネットやブロックなど

の具体物を用いて考えやすいようにする。

・買い物の場面を想定し、実際に買い物に行く活動を通して金銭

の扱いに慣れるようにする。

・時計の仕組み、短針・長針の意味や時刻の表し方を理解し、時

計を使って時刻を読むようにする。

・何度も繰り返し復習を行い、学習内容の定着を図る。 

音
楽

（ア）自分の感じたことを表現できる

力を高めるようにする。

・表現する喜びや音楽を聴いて感じる

喜びを体験できるようにする。

・多様な音楽に興味・関心を持つよう

にする。

・音楽の美しさや楽しさを味わい、生

涯にわたって音楽に親しんでいく態度

を育てる。

（ア）いろいろな音楽に触れる機会を増やし、興味を持つように

する。曲を聴いて感じたことを自分の言葉で表現できるようにす

る。 
・テンポやリズムに気をつけながら楽しく歌うよう、雰囲気作り

に努める。

・さまざま楽器の表現技能を高めるようにする。

・友達と合奏する喜びを体験できるようにする。

・様々な音素材を用いて、子どもの自由な発想による即興的な表

現や思い浮かんだメロディやリズムを生かし、教師が形を整えて

フィードバックし、満足感を与えるようにする。
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美
術

・楽しく美術の学習に取り組む

ようにする。

・身近な事物や自然を観察する

力を高め、表現する力を育て

る。 
・自然や美術作品、友達の作品

などについて美しさを感じ取

る力を育てる。

（絵画や彫刻）

・自然や身近なもの、人物などを観察し、部分のつながりに注意

して制作できるようにする。

・材料や用具を丁寧に扱いながら制作できるようにする。

・自分の気持ちを大切にして表現できるようにする。

（デザイン）

・用途や機能に気づくようにする。

・素材や材料などを丁寧に扱いながら製作できるようにする。

（鑑賞）

・美術作品や友達の作品の中で自分の好きなものを選べるように

する。

・生活の中にあるデザイン作品や工芸作品の役割に気づくように

する。

（配慮事項）

・根気よく丁寧に制作できるよう声かけなどを工夫しながら指導

する。

保
健
体
育

・各種の運動の実践を通して、

運動の楽しさや喜びを味わえ

るようにし、生活を明るく健全

にする態度を育てる。

・各種の運動を行う中で、自己

の体の様子や運動能力を知り、

体力や運動技能の向上を目指

し、たくましい心身を育てる。

・運動における競争や協同を通

して、進んで仲間と協力する姿

勢や公正で規則を守る態度を

育てる。

・準備運動として定着した、音楽をかけながらの５～10 分間走
に取り組むことで、自発的に取り組めるようにする。また、準備

運動の実施により、実態に応じた最低限の運動量を毎回の授業で

確保できるようにする。

・ストレッチや柔軟体操を行うことで、体の柔軟性を高められる

ようにし、けがや事故の防止に努め、安全に運動に取り組めるよ

うにする。

・年間を通して、「体つくり運動（各種ゲーム）」、「器械運動（マ

ット運動、長縄跳び、トランポリン）」、「陸上競技（短・長距離

走、ジグザグ走、ボール投げ、ボール転がし、跳躍）」、「球技（バ

スケットボール・ハンドボール、サッカー、風船バレーボール、

ゴロバレーボール、卓球・バドミントン、ソフトボール・野球）」、

「ダンス」に取り組む。特に、「球技」では、ルールがわかるよ

うに実践中に説明を加え、友達と仲良く楽しんで運動できるよう

に工夫する。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

・様々な体験の中から、自ら学

びたいことを選び、意欲的に活

動できるようにする。

・情報を交換したり、相互にア

ドバイスをし合ったり、友達と

かかわりあったりできるよう

にする。

・自分自身で学んだこと（よか

ったこと、反省点等）振り返っ

て次の活動に生かし、学習の価

値を高めながら粘り強く活動

できるようにする。

・余暇活動を充実したものにできるよう、自分の好きなこと、自

分にできることを見つめ、決定し、取り組むようにする。

・表情だけでは興味関心の深さを読み取ることが難しいので、本

生徒の考えを十分に聞いて、汲み取っていくようにしたい。

・「自分の希望を表出する」ことや「自分で決定する」ことを大

切にしていく。

・自分の将来のことを考え、近い将来に役立ちそうな興味のある

ものについて調べ、体験できるようにする。


